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アルプスアルパインの
エンコーダ

可変抵抗器が機械的な位置の変化

をアナログ電気信号に変えるのに

対して、エンコーダはデジタル信

号に変えます。アルプスアルパイ

ンのエンコーダは、操作デバイス

として好フィーリングを実現し、

家電やオーディオ機器以外にもマ

ウスやキーボードなどいろいろな

機器に搭載されています。

本 社:〒145-8501 東京都大田区雪谷大塚町1-7

TEL. 03-3726-1211 FAX. 03-3728-1741



可変抵抗器(ポテンショメータ)が機械的な位置の変化をアナログ電気信号に変換するのに対し、エンコーダは、

これをデジタル信号に変換します。 エンコーダも可変抵抗器と同じくポジションセンサと操作デバイス両方の

用途で様々な電気機器に使用されていますが、ここでは操作デバイスとしてのエンコーダについてご紹介します。

ポジションセンサとしてのエンコーダ(磁気式)についてはこちら

エンコーダの分類

エンコーダには色々な方式があり、アルプスアルパインは、接触式、磁気式のロータリエンコーダを扱っています。

アルプスアルパインのエンコーダ

エンコーダの電気的基本特性

ここでは接触式ロータリエンコーダの電気的な基本特性をご説明します。

パルス：ONからONの1サイクルを1パルスといいます。

分解能：1回転で発生するパルス数を分解能といいます。

位相差：A信号とB信号のパルス信号の立上りまたは立下りの時間のズレを位相差といいます。

https://go.alpsalpine.jp/l/506151/2018-10-05/228mhs


アルプスアルパインのエンコーダ

エンコーダの電気的基本特性

チャタリング： ON/OFFの切替位置でON/OFF動作を小刻みに繰り返すことをチャタリングといい、

導体と絶縁体の段差やバリが原因で起こります。

バウンス： 出力ONの範囲内で起こる瞬間的な出力OFF状態をいいます。

しゅう動ノイズ：出力OFFの範囲内で起こる細かい出力ON状態をいいます。

スイッチング特性：上記チャタリング、バウンス、しゅう動ノイズの影響を抑制するために

スレッシュホールド(閾値)電圧を規定しています。



アルプスアルパインのエンコーダ

アルプスアルパインのエンコーダの種類

上記インクリメンタル、アブソリュートの出力信号以外にも、アルプスアルパインでは、ロータリボリューム同様、

軸の種類と製品サイズでバラエティを展開しています。

アルプスアルパインのエンコーダの構造

代表的な構造は下記のようになります。板バネなどの各部品を最適化することによって回転トルクやクリックの

好フィーリングを実現しています。



アルプスアルパインのエンコーダ

アルプスアルパインの磁気式エンコーダ

接触式の欠点は寿命が他の方式と比べて短いことです。

そのためアルプスアルパインは磁気式のエンコーダEM11Bシリーズを準備し、動作寿命100万回を保証しながら

好フィーリングを実現しています。

https://tech.alpsalpine.com/j/category_encorder.html

